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建設産業の今を伝え未来を考える

有限会社 緒方建築工業

佐賀県出身

緒方 奈巳
お が た

さん

PROFILE

な み

輝く活躍人にせまる

ア ク テ ィ ビ テ ィ ー ズ

　建物や橋、トンネルなど、様々なコンクリート構造物を対象に幅広い
フィールドで活躍する型枠大工。「型枠工事は、例えるならプリンの容
器を作る工事。柔らかい液状のコンクリートを流し込み、決まった形に
固めるための容器（型枠）を造り込むことが型枠大工の仕事です」。そ
う語る緒方奈巳さんも、現場で活躍する型枠大工の一人。今取り組ん
でいるのは、水路函渠（かんきょ）の現場だ。
　以前は保育士をしていた緒方さん。「建設業に携わったきっかけは、
型枠大工である夫と結婚したことです。自営業なのでいずれは事務な
どを手伝うかも、とは思っていましたが、まさか現場に出るなんて想像
もしていませんでした（笑）」。現場が多忙な時期に道具の持ち運びや
片付けなどの手伝いを始めたことが、工事に関わった最初の思い出
だ。「お手伝いとはいえ、そこに入れば“現場の人間”。女性だからと
か、経験が浅いからといったことは言い訳になりません。現場の皆さん
はできるだけ私に負担をかけないよう配慮してくださいましたが、周
りに迷惑をかけては申し訳ない…という気持ちのほうが強かったです
ね」。3級型枠施工技能士の資格を取得したのも、そんな思いが高じた
結果だった。「資格を取得することで仕事を任せてもらえるし、現場の
戦力にもなれる。会社としてもより大規模な仕事を請けられるので、私
自身にも会社にもプラスになりました。ただ、専門用語や知識の習得
も大切ですが、現場で“見て覚える”しかない技術やノウハウもまだま
だたくさんあります。周りの皆さんの温かなサポートの中で、日々目を

凝らして動きを学び、自身の手で繰り返していくことで、さらに現場の
力になれるよう成長していきたいと思います」。
　女性の入職や定着にも注目される昨今、ご自身の働き方について
も伺うと「もちろん夏の暑さや冬の寒さ、現場の厳しさなどもあります
が、楽しいこともいっぱい。以前より現場が整備され、女性の働きやす
さも向上しています。また前職と比べて、しっかり休憩がとれるように
もなりました。休憩中には周りと世間話をしたり、経験豊富なベテラン
の方の話を伺ったり、同じ趣味の話で盛り上がったりと、充実した時間
を過ごしています。働く環境としてはすごく恵まれています」と話す緒
方さん。「自分たちが仕事をした現場をこどもたちに見せると『すご
い！』と喜んでくれるし、『お母さんみたいな型枠大工になりたい』とも
言ってくれて、とてもうれしかったです。そうしたやりがいを感じられる
のは、この仕事の醍醐味ですね」と笑顔を見せる。
　前職と現在とでは全く異なる仕事にも思えるが、今に活きている部
分も多いそう。「はじめて仕事をする方とも笑顔で話したり、自然にコ
ミュニケーションがとれたりするのは、多くのこどもや保護者の方と関
わってきた保育士の経験が活きています。そんな保育士時代も懐かし
いですが、今は型枠大工こそ本当の天職だと感じています」。次なる目
標は2級型枠施工技能士の取得と話す緒方さん。その笑顔と誇りある
姿に、こどもたちが憧れるのも当然だ。

こどもたちに誇れる天職。コンクリートを形作る型枠大工！！

事前準備でスムーズ申請！
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正確な掛金の試算や資料請求はこちらまで 0120-913-931

〒105-0001  東京都港区虎ノ門1-2-8  虎ノ門琴平タワー 11階

公益財団法人

建設業福祉共済団

受付時間　午前 9：00 ～ 午後 5：00（土日祝を除く）

建設共済保険 検索
https://www.kyousaidan.or.jp/

知
っ
て
ほ
し
い
、よ
り
安
心
の
制
度
。

法定外労災補償制度

建設共済保険

保険金区分合計 
最高5,000万円

手厚い補償
契約者割戻金制度
がスタート
（令和4年4月より）

掛金負担
が軽減

労働者と
企業の

リスクをカバー

被災者（死亡および障害・傷病3級以上）
の子供に対して、要保育期間および小学
校から大学までの在学期間中、返済不要
の奨学金を継続して給付。

育英奨学事業 労働安全衛生推進事業
① 安全衛生用品の頒布
② 女性専用トイレ・更衣室導入費用の助成
③ 安全衛生推進者表彰　等 ■ 取扱機関：各都道府県建設業協会

制度が変わって、安心充実。

各都道府県建設業協会（B5/4C/H257W182）
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建設産業の今を伝え未来を考える

東洋大学理工学部建築学科教授　浦江真人　　国土交通省建設業政策企画官　御手洗哲郎
国土交通省建設市場整備課長補佐　堀越崇志　　日経クロステック建設編集長　 浅野祐一
(一財)建設業振興基金専務理事　黒田憲司

『建設業しんこう』は
Webでも

ご覧いただけます。

建設産業の今を伝え
未来を考える

https://www.shinko-web.jp/
しんこうWeb 検 索

メルマガ登録は
コチラから！

いつでもチェック!!
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PRESCRIPTION

FOCUS

日本経済の動向

工業高校紹介 
長崎県立鹿町工業高等学校

建設経済の動向
■ コロナ後の世界経済の変化

■ インタビュー ： 豊村 洋文 先生

■ 政策誘導の賃上げは持続できるのか

お役立ち連載 
建設キャリアアップシステム
を活用しよう！ 【第3回】

08

10
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連載 かわいい土木 【第46回】
■ 生駒ケーブルと生駒山上遊園地飛行塔
　／奈良県生駒市

12

令和4年度
「作文コンクール」受賞作品が決定！ 14

16

■ ネットワーク設立の経緯
■ ネットワークの主な取り組み
■ 新規団体を募集しています！
■ 建設産業女性定着支援ネットワーク 構成
■ 全国・都道府県別の加入状況
■ 「女性の定着促進に向けた建設産業行動計画」について
■ 事例集の紹介

建設産業女性定着支援ネットワーク
～働くすべての女性が「働きがい」と
　「働きやすさ」を実感できる、建設産業へ～



建設産業女性定着支援ネットワーク

建設産業女性定着支援ネットワークは、全国各地に組織され女性活躍を推進する団体の相互交流や情報交換、連携
等を促すことにより、建設産業で働く女性の入職促進、定着を図ることを目的として平成30年に始動しました。 
現在、登録は45団体、構成人数は約8,000人にのぼっており、全国的なネットワークが
構築されています。

　建設産業女性定着支援ネットワークの設立は、平成26年度に官民により「もっと女性が活躍できる建設業行動計画」が策
定されたことに端を発します。この行動計画では、「女性活躍」の推進には、全国的な地域ネットワークを構築し、地域や職種
ごとに組織されている建設業団体や建設業で働く女性グループの取り組みを、全国にうねりとなって伝播し、広く根付かせる
ことの重要性が指摘され、これを受けて平成30年12月に「建設産業女性活躍推進ネットワーク」が設立されました。（設立時
の登録団体：全国25団体）
　その後、令和元年度には、更なる取り組みの推進を目的に「働きつづけられるための環境整備」に重点を置いた「女性の定
着促進に向けた建設産業行動計画」が官民、そして建設産業女性活躍推進ネットワークにより新たに策定され、これを機に
ネットワークの名称も「建設産業女性定着支援ネットワーク」へと改称して、「女性の定着」をキーワードに掲げ、さらなる活動
の充実を図っています。

ネットワーク設立の経緯

ネットワークの主な取り組み

● WEBセミナー
女性のみならず誰もが建設産業で働き続け
られるために様々な取り組みを実施してい
る経営者の方を講演者としてお招きし、令和
４年２月に「地域建設産業の就業継続に向
けた意識改革WEBセミ
ナー」を開催しました。（セ
ミナーの内容については
期間限定で本年度まで
YouTubeで公開）

● 全国大会
令和3年2月にWEB開催され
た全国大会では、登録団体の
活動発表や登録団体に所属
する会員個人から寄せられた
数々の悩みや相談にパネリス
トがお答えする相談会形式
のパネルディスカッションを
行いました。（当日の模様は
YouTubeでも公開）

登録団体の交流や情報共有などを目的とした全国大会やWEBセミナー等を開催しています。●イベントの開催

●建設産業女性定着支援WEB
　建設産業の女性定着に関する情報やネットワーク登録
団体の活動を網羅的に掲載しているポータルサイトです。
全国大会の動画や取組事例集などもご紹介しています。

全国大会の
模様

WEBサイトは
こちら

WEBセミナーの
動画

新規団体を募集しています！

　当ネットワークでは、行動計画で掲げている目標の１つである「令和６年までに都道府県単位で活動して
いる団体の「建設産業女性定着支援ネットワーク」への加入をすべての都道府県で目指す。」を達成するため
に、新規団体を募集しています。建設産業で働く女性の入職、定着を推進することを主たる目的とした団体で
あれば、幅広く加入頂けます。ぜひ加入をご検討ください！

　本年度は、各地域毎のNW加入団体を集めた、ブロック意見交換会（11月中旬～1月中旬順次予定）や
全NW加入団体を集めた全国大会（1月中旬～2月中旬頃）を開催する予定ですので、全国の他団体と交流する
ことが可能です。

ポータルサイト上に専用ページを開設可能
⇒当ネットワーク内外へ情報発信ができます！

当ネットワーク主催等の意見交換会の場への参加等
⇒全国各地の団体と繋がることができます！

事務局がパイプ役となり、他団体と連携した
イベントの開催等の取り組みや、団体の紹介が可能
⇒加入団体同士が連携して取り組みを実施！（実績あり）

入会費や年会費
⇒無料でご加入いただけます。

◆今後の活動

◆当ネットワーク加入のメリット

問い合わせ窓口
建設産業女性定着支援ネットワーク事務局
（受託者：一般財団法人建設業振興基金 人材育成支援課）タイムリーな情報を続々と発信

女性定着に関する情報を網羅

全国各地の取組を紹介

03-5473-4572 jyokatsu@kensetsu-kikin.or.jp電話 メール

WEBサイトは
こちら

◀団体の活動を
　写真付きで
　公開できます

少しでも
興味がある場合は
ぜひご連絡ください！

メリット　  専用ページ開設例
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建設産業女性定着支援ネットワーク

建設産業女性定着支援ネットワークは、全国各地に組織され女性活躍を推進する団体の相互交流や情報交換、連携
等を促すことにより、建設産業で働く女性の入職促進、定着を図ることを目的として平成30年に始動しました。 
現在、登録は45団体、構成人数は約8,000人にのぼっており、全国的なネットワークが
構築されています。

　建設産業女性定着支援ネットワークの設立は、平成26年度に官民により「もっと女性が活躍できる建設業行動計画」が策
定されたことに端を発します。この行動計画では、「女性活躍」の推進には、全国的な地域ネットワークを構築し、地域や職種
ごとに組織されている建設業団体や建設業で働く女性グループの取り組みを、全国にうねりとなって伝播し、広く根付かせる
ことの重要性が指摘され、これを受けて平成30年12月に「建設産業女性活躍推進ネットワーク」が設立されました。（設立時
の登録団体：全国25団体）
　その後、令和元年度には、更なる取り組みの推進を目的に「働きつづけられるための環境整備」に重点を置いた「女性の定
着促進に向けた建設産業行動計画」が官民、そして建設産業女性活躍推進ネットワークにより新たに策定され、これを機に
ネットワークの名称も「建設産業女性定着支援ネットワーク」へと改称して、「女性の定着」をキーワードに掲げ、さらなる活動
の充実を図っています。
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ネットワークの主な取り組み

● WEBセミナー
女性のみならず誰もが建設産業で働き続け
られるために様々な取り組みを実施してい
る経営者の方を講演者としてお招きし、令和
４年２月に「地域建設産業の就業継続に向
けた意識改革WEBセミ
ナー」を開催しました。（セ
ミナーの内容については
期間限定で本年度まで
YouTubeで公開）

● 全国大会
令和3年2月にWEB開催され
た全国大会では、登録団体の
活動発表や登録団体に所属
する会員個人から寄せられた
数々の悩みや相談にパネリス
トがお答えする相談会形式
のパネルディスカッションを
行いました。（当日の模様は
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登録団体の交流や情報共有などを目的とした全国大会やWEBセミナー等を開催しています。●イベントの開催
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新規団体を募集しています！

　当ネットワークでは、行動計画で掲げている目標の１つである「令和６年までに都道府県単位で活動して
いる団体の「建設産業女性定着支援ネットワーク」への加入をすべての都道府県で目指す。」を達成するため
に、新規団体を募集しています。建設産業で働く女性の入職、定着を推進することを主たる目的とした団体で
あれば、幅広く加入頂けます。ぜひ加入をご検討ください！

　本年度は、各地域毎のNW加入団体を集めた、ブロック意見交換会（11月中旬～1月中旬順次予定）や
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⇒加入団体同士が連携して取り組みを実施！（実績あり）

入会費や年会費
⇒無料でご加入いただけます。
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問い合わせ窓口
建設産業女性定着支援ネットワーク事務局
（受託者：一般財団法人建設業振興基金 人材育成支援課）タイムリーな情報を続々と発信
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2022年8月末現在

◆登録団体一覧（45団体） 地方自治体や建設業団体、一般企業等、様々な運営主体の団体が登録

全国・都道府県別の加入状況
NW加入団体は、年々増えておりますが、全都道府県のNW加入を目指し、普及促進を図っています。

※数字は全国・都道府県別に分けた場合の団体加入数

建設産業女性定着支援ネットワーク 構成

全国

北海道
・
東北

（一社）日本建設業連合会  けんせつ小町委員会

（一社）土木技術者女性の会

建築設備六団体協議会  設備女子支援ネットワーク

日本建築仕上学会  女性ネットワークの会

（一社）日本造園建設業協会  女性活躍推進部会

（一財）建設物価調査会  チームひまわり

（一社）日本溶接協会  溶接女子会

測量・地理空間情報  女性の技術力向上委員会
「ソクジョの会」

（公社）日本建築積算協会  積女ASSAL委員会

（公社）日本コンクリート工学会
コンクリート分野における女性活躍推進普及委員会

全国スーパーウォール会  全国ブリリアント会

けんせつ姫

日機協女性部会「チームはにやま姫」　

全国女性造園技術者の会

建設ディレクターネットワーク

関東

（一社）茨城県建設業協会  建女ひばり会

全国低層住宅労務安全協議会  じゅうたく小町部会

東京外環プロジェクト・女性技術者の会

“クレーンガールズかながわ”  TEAMつる姫

山梨県建設業協会青年部  けんせつ小町甲斐

（一社）長野県建設業協会  女性部会

北陸

中部

近畿

四国

中国

にいがた土木女子会議

（一社）新潟県建設業協会  女性部会

（一社）石川県建設業協会  百万石小町『結』

（一社）WOMAN EMPOWERMENT PLATFORM（WEP）

SCG’s（Shizuoka Construction engineer Girl’s）

（一社）女性技能者協会

大阪市立大学工学部  都市会女性の会

とっとり建設☆女星ネットワーク

しまね建設産業イメージアップ女子会

やまぐち建設産業女性の活躍支援ネットワーク

なでしこBC連携

KDJ（高知土木女子）

あおもり女性建設技術者ネットワーク会議

いわて女性の活躍促進連携会議  けんせつ小町部会

（一社）岩手県建設産業団体連合会
岩手県建設業女性協議会

（一社）宮城県建設業協会  宮城建設女性の会2015

あきた建設女性ネットワーク  クローバー

（一社）福島県建設業協会  ふくしま建女会

九州
・
沖縄

けんちくけんせつ女学校

矢部川女性技術者の会

ながさき建設女子ネットワーク  ～よりより～

熊本県建設産業団体連合会  くまもと建麗会

BLOCKS FRIENDS

Teamけんせつ美ら小町

本ネットワークのシンボル
マークを募集しています！
現在、本ネットワークを象徴し、建設産業で働く女性がイメージでき
るシンボルマークのデザインを募集しています。応募締切までまだ
時間がありますので、皆様のご応募をお待ちしています！

応募方法

応募締切

郵送またはインターネットによる応募

2022年11月30日　郵送の場合は消印有効

発表 2023年2月頃

主催
国土交通省、
建設産業女性定着支援ネットワーク
（事務局：一般財団法人建設業振興基金）

賞

大賞（1作品）
　3万円分の商品券＋賞状
奨励賞（2作品程度）
　5千円分の商品券＋賞状
佳作（2作品程度）
　3千円分の商品券＋賞状
小中学生特別賞（3作品程度）
　3千円分の図書カード＋賞状

令和6年中に
全都道府県の
NW加入を

目指しています

詳しくは
こちら

　平素より建設産業における女性の定着に向けた取組にご理解を頂きありがとうござ
います。私ども建設産業女性定着支援ネットワーク（以下、NW）は、建設産業で働く女性
の入職促進、定着を図ることを目的に全国各地に組織されている女性活躍・女性定着を
推進する団体の相互交流や情報交換・連携を促す活動を行っております。
　特に現在は、令和2年（2020年）策定の「女性の定着促進に向けた建設産業行動計
画」の官民を挙げた取組目標に、都道府県単位で「女性定着」&「業界の意識改革」に取
り組む団体のNWへの加入をすべての都道府県で目指すことが明記されたことを受け、
地域建設業への働きかけに力を入れております。新型コロナ禍ではありますが、WEB主
体の取組へのシフトなどにより、全国大会やWEBセミナーの開催、キャリアパス・ロール
モデル集の作成・展開などの取組の成果として、2022年9月現在では、全国団体15団
体、都道府県単位で活動する地域団体30団体、合計45団体にご登録頂き、約8,000人
の女性とつながることができました。
　しかし、残念ながら都道府県別にみていくと、いまだ21の道県では加入団体が無い状態が続いています。北海道、
山形、栃木、群馬、埼玉、千葉、富山、福井、愛知、三重、滋賀、兵庫、奈良、和歌山、岡山、広島、香川、愛媛、佐賀、宮崎、
鹿児島で働く女性はNWにつながることができません。引き続き、国土交通省と業界5団体（日本建設業連合会、
全国建設業協会、全国中小建設業協会、建設産業専門団体連合会、全国建設産業団体連合会）と連携して各地域に
働きかけておりますが、加入団体の無い地域で働く女性の皆様からも声を上げて頂きたくお願いいたします。一人
一人の声は小さくても、NWとつながり一緒に活動することにより大きな力を生み出すことができます。どうぞ諦めず
に声を上げてください。
　今年度は、地域で働く女性技能者の建設キャリアアップシステム（以下、CCUS）の登録促進にも力を入れるととも
に、CCUSを活用して女性の就業継続につなげる活動を推進いたします。
　建設現場の隅々まで「働きがい」と「働きやすさ」の両立が実現できる職場環境を行き渡らせ、全国津々浦々で孤軍
奮闘する女性の力になりたいと心から願っております。女性の定着促進が、誰一人とり残すことなくすべての人にとっ
て魅力ある建設産業の実現につながると信じております。今後ともご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

建設産業女性定着
支援ネットワーク
幹事長 須田 久美子

建設産業女性定着支援ネットワーク
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2022年8月末現在

◆登録団体一覧（45団体） 地方自治体や建設業団体、一般企業等、様々な運営主体の団体が登録

全国・都道府県別の加入状況
NW加入団体は、年々増えておりますが、全都道府県のNW加入を目指し、普及促進を図っています。

※数字は全国・都道府県別に分けた場合の団体加入数

建設産業女性定着支援ネットワーク 構成
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（一社）日本造園建設業協会  女性活躍推進部会

（一財）建設物価調査会  チームひまわり

（一社）日本溶接協会  溶接女子会

測量・地理空間情報  女性の技術力向上委員会
「ソクジョの会」

（公社）日本建築積算協会  積女ASSAL委員会

（公社）日本コンクリート工学会
コンクリート分野における女性活躍推進普及委員会

全国スーパーウォール会  全国ブリリアント会

けんせつ姫

日機協女性部会「チームはにやま姫」　

全国女性造園技術者の会

建設ディレクターネットワーク

関東

（一社）茨城県建設業協会  建女ひばり会

全国低層住宅労務安全協議会  じゅうたく小町部会

東京外環プロジェクト・女性技術者の会

“クレーンガールズかながわ”  TEAMつる姫

山梨県建設業協会青年部  けんせつ小町甲斐

（一社）長野県建設業協会  女性部会

北陸
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近畿

四国

中国

にいがた土木女子会議

（一社）新潟県建設業協会  女性部会

（一社）石川県建設業協会  百万石小町『結』

（一社）WOMAN EMPOWERMENT PLATFORM（WEP）

SCG’s（Shizuoka Construction engineer Girl’s）

（一社）女性技能者協会

大阪市立大学工学部  都市会女性の会

とっとり建設☆女星ネットワーク

しまね建設産業イメージアップ女子会

やまぐち建設産業女性の活躍支援ネットワーク

なでしこBC連携

KDJ（高知土木女子）

あおもり女性建設技術者ネットワーク会議

いわて女性の活躍促進連携会議  けんせつ小町部会

（一社）岩手県建設産業団体連合会
岩手県建設業女性協議会

（一社）宮城県建設業協会  宮城建設女性の会2015

あきた建設女性ネットワーク  クローバー

（一社）福島県建設業協会  ふくしま建女会
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・
沖縄

けんちくけんせつ女学校

矢部川女性技術者の会

ながさき建設女子ネットワーク  ～よりより～

熊本県建設産業団体連合会  くまもと建麗会

BLOCKS FRIENDS

Teamけんせつ美ら小町

本ネットワークのシンボル
マークを募集しています！
現在、本ネットワークを象徴し、建設産業で働く女性がイメージでき
るシンボルマークのデザインを募集しています。応募締切までまだ
時間がありますので、皆様のご応募をお待ちしています！

応募方法

応募締切

郵送またはインターネットによる応募

2022年11月30日　郵送の場合は消印有効
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令和6年中に
全都道府県の
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目指しています

詳しくは
こちら

　平素より建設産業における女性の定着に向けた取組にご理解を頂きありがとうござ
います。私ども建設産業女性定着支援ネットワーク（以下、NW）は、建設産業で働く女性
の入職促進、定着を図ることを目的に全国各地に組織されている女性活躍・女性定着を
推進する団体の相互交流や情報交換・連携を促す活動を行っております。
　特に現在は、令和2年（2020年）策定の「女性の定着促進に向けた建設産業行動計
画」の官民を挙げた取組目標に、都道府県単位で「女性定着」&「業界の意識改革」に取
り組む団体のNWへの加入をすべての都道府県で目指すことが明記されたことを受け、
地域建設業への働きかけに力を入れております。新型コロナ禍ではありますが、WEB主
体の取組へのシフトなどにより、全国大会やWEBセミナーの開催、キャリアパス・ロール
モデル集の作成・展開などの取組の成果として、2022年9月現在では、全国団体15団
体、都道府県単位で活動する地域団体30団体、合計45団体にご登録頂き、約8,000人
の女性とつながることができました。
　しかし、残念ながら都道府県別にみていくと、いまだ21の道県では加入団体が無い状態が続いています。北海道、
山形、栃木、群馬、埼玉、千葉、富山、福井、愛知、三重、滋賀、兵庫、奈良、和歌山、岡山、広島、香川、愛媛、佐賀、宮崎、
鹿児島で働く女性はNWにつながることができません。引き続き、国土交通省と業界5団体（日本建設業連合会、
全国建設業協会、全国中小建設業協会、建設産業専門団体連合会、全国建設産業団体連合会）と連携して各地域に
働きかけておりますが、加入団体の無い地域で働く女性の皆様からも声を上げて頂きたくお願いいたします。一人
一人の声は小さくても、NWとつながり一緒に活動することにより大きな力を生み出すことができます。どうぞ諦めず
に声を上げてください。
　今年度は、地域で働く女性技能者の建設キャリアアップシステム（以下、CCUS）の登録促進にも力を入れるととも
に、CCUSを活用して女性の就業継続につなげる活動を推進いたします。
　建設現場の隅々まで「働きがい」と「働きやすさ」の両立が実現できる職場環境を行き渡らせ、全国津々浦々で孤軍
奮闘する女性の力になりたいと心から願っております。女性の定着促進が、誰一人とり残すことなくすべての人にとっ
て魅力ある建設産業の実現につながると信じております。今後ともご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

建設産業女性定着
支援ネットワーク
幹事長 須田 久美子
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「女性の定着促進に向けた建設産業行動計画」について 事例集の紹介
●行動計画の概要

平成26年に「もっと女性が活躍できる建設業行動計画」を策定して約５年、新・担い手３法、i-Construction、建設キャリ
アアップシステムなど建設産業を取り巻く環境の変化により、女性が就業しやすい環境が整いつつありました。そのような
中、環境の変化に対応するため、次の5年間を見据えた「女性の定着促進に向けた建設産業行動計画」（以下、「本行動計
画」）を令和2年1月16日に官民共同で策定しました。新計画では、建設産業で働く全ての女性が「働きがい」と「働きやす
さ」の両立により、就業継続を実現することを目的にして、「働きつづけられるための環境整備」を中心に、３つの柱で構成
し、それぞれの柱の趣旨を達成するための目標を設定しました。

建設産業における女性の就業継続の助けとなる好事例を水平展開するため、国土交通省では様々な事例集を作成してい
ます。なお、事例集については建設産業女性定着支援WEBでご覧いただけます。

本行動計画の
策定趣旨

策定団体

内容

●建設産業における女性の就業をさらに促進するためには、就業の継続が大きな課題
であり、本行動計画策定により、建設産業で働く全ての女性が「働きがい」と「働きや
すさ」を両立した就業継続を実現することを目的としている。
●「働きつづけられるための環境整備」に重点を置くことを端的に表現するため、これ
までの「女性活躍」ではなく「女性定着」という表現を使用。

国土交通省および建設業5団体※1、建設産業女性活躍推進ネットワーク※2
※1 建設業5団体：（一社）日本建設業連合会、（一社）全国建設業協会、（一社）全国中小建設業協会、
（一社）建設産業専門団体連合会、（一社）全国建設産業団体連合会

※2 現在の建設産業女性定着支援ネットワーク

●「働きつづけられるための環境整備」を中心に３つの柱で構成
①働きつづけられるための環境整備を進める
②女性に選ばれる建設産業を目指す
③建設産業で働く女性を応援する取組を全国に根付かせる

数値目標

柱の趣旨を達成するための取組目標（～令和6年度）
●「女性の入職者数に対する離職者数の割合」を前年度比で減少させる
●「入職者に占める女性の割合」を前年度比で増加させる
●新計画の内容の認知度100%を目指す
●都道府県単位で活動している団体の「建設産業女性定着支援ネットワーク」への加入
をすべての都道府県で目指す

現在、本計画に基づき、官民をあげて建設産業における
女性活躍・定着促進に向けた活動に取り組んでいます

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

本行動計画の本文等については、
こちらのページをご覧ください。

建設産業女性定着支援ネットワーク

行動計画知ってますか？？
認知度100％を
目指しています！

行動計画の趣旨を地域に根差すために
作成した事例集です。47都道府県の自
治体の取り組みや、先進的な取り組みを
行っている企業を紹介しています。

建設業への入職を検討している方や、就
業継続に悩む方の参考として作成した事
例集です。建設産業で働く女性のインタ
ビューやキャリアパスを紹介しています。

様々な企業の取り組みを▶
紹介しています。　

▲各都道府県の取り組みが
　まとまっています。

▲入職した理由や仕事の
　やりがいについて
　インタビューしています。

これまでのキャリアパス▶
を紹介しています。　

建設産業における女性の就業継続にむけたキャリアパス・ロールモデル集（R3年度作成）

女性定着促進に向けたアクションプログラム（R2年度作成）
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「女性の定着促進に向けた建設産業行動計画」について 事例集の紹介
●行動計画の概要
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※2 現在の建設産業女性定着支援ネットワーク
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数値目標

柱の趣旨を達成するための取組目標（～令和6年度）
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●「入職者に占める女性の割合」を前年度比で増加させる
●新計画の内容の認知度100%を目指す
●都道府県単位で活動している団体の「建設産業女性定着支援ネットワーク」への加入
をすべての都道府県で目指す
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詳しくは
こちら
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業継続に悩む方の参考として作成した事
例集です。建設産業で働く女性のインタ
ビューやキャリアパスを紹介しています。

様々な企業の取り組みを▶
紹介しています。　

▲各都道府県の取り組みが
　まとまっています。

▲入職した理由や仕事の
　やりがいについて
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　キャッチフレーズである『汗を流して半

人前、腕を磨いて一人前、道を究めて男

前』という言葉が印象的な同校。離島の多

い長崎県内で唯一の学生寮を備えた工業

高校であり、遠方から入学する生徒の受け

皿にもなっている。独自の取り組みの一つ

が『鹿工訓練』だ。

「授業前や実習前に行っている取り組みが

『鹿工訓練』です。これは人員点検や指差

呼称での安全確認、体調確認やゼロ災害

宣言など、また土木であれば夏でも長袖・

ヘルメット・安全靴といった服装点検など、

実際の現場で行われている集団行動を取

り入れた訓練のこと。卒業後、すみやかに

職場に適応し、現場へと出られる能力の育

成を見すえています。こうした実践的な取

り組みとあわせて、朝の15分間を数学や

英語などの学びにあてた『アサカツ』という

時間も取り入れ、就職試験に対応できる基

礎学力の向上や、国際社会の中で活躍す

るための英語力の向上などを図っていま

す。本校の生徒は総じて素直で、実習も真

面目に取り組みますが、中には勉強が苦手

な子もいます。『アサカツ』はそうした生徒

たちの学力をフォローするとともに、全体

の力を引き上げていくことが狙いです」

　これらの取り組みの成果は、就職率・進

路決定率ともに100%という数字にも表れ

ている。さらに補習とあわせて面接練習に

も注力していることが、優れた数字につな

がっているようだ。

「面接練習では、面接官となる職員7名のう

ち5名以上から合格をもらうことを条件と

しています。最初はうまく話すことのできな

い生徒も、練習を重ねる中で視線や声の張

り、話し方などが向上します。成長していく

様子を見るたび、感慨深いものがあります」

　２級土木施工管理技術検定（第一次

検定）や測量士補のほか、小型移動式ク

レーン技能講習や玉掛け技能講習、アー

ク溶接特別教育、小型車両系建設機械運

転特別教育など、様々な資格取得・技能習

得に積極的なことも同校の土木技術科の

特徴だ。

「土木技術の専門知識を学びながら、実践

的な技術者の育成を目指しています。幅

広い資格や技術・技能を身に付けること

は就職に役立つとともに、即戦力として活

躍することにもつながります」

　民間企業で測量に携わっていた経験も

ある豊村先生。同校でも継続的に測量士

補試験に挑む生徒たちの背中を押す中、

今年度から新たに取り組んでいる試みが

測量士試験の合格者を輩出することだ。

「道を究める」プロフェッショナルへ！「道を究める」プロフェッショナルへ！
現場で活躍する力を育む取り組みとは？現場で活躍する力を育む取り組みとは？

かつて海軍の軍港として栄え、現在は国際色豊かな港町として知られる
長崎県佐世保市。この町で開校60周年を迎えた長崎県立鹿町工業高等学校
は、「われ共に学びて 道を究めん」を校訓に生徒・職員が一丸となって学びを
深め、資格取得や部活動に意欲的に取り組む工業高校です。地元をはじめ、
九州や関西、関東と幅広いフィールドで活躍する卒業生たちを輩出する同校
について、土木技術科の豊村先生にお話を伺いました。

第86回

長崎県立鹿町工業高等学校
土木技術科

豊村 洋文 先生

実践的な基礎・基本を重視した
独自の取り組みで生徒を育む

幅広い資格と専門性を
強みに活躍する戦力へ

　　 再び全国制覇を目指す！ 土木技術部
次なる高校生ものづくりコンテ
ストに向けて研鑽を積む、豊村
先生が顧問を務める土木技術
部。「練習量はどこの学校にも負
けていないと思います。大切にし
ているのは基礎・基本の徹底と、
朝・放課後の反復練習。ときには
OBが来て練習を見てくれたり、
同じくものづくりコンテストに向
けて取り組む他校と練習試合を
行ったりするなど、良いつながり
に支えられています」と、笑顔を
見せる豊村先生。生徒たちも切
磋琢磨しながら、日々成長を続
けている。目指すは2度目の全
国大会優勝だ

日本一
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「2年生で測量士補試験を合格し、3年生

で測量士試験に挑戦、という流れをつくり

たいと考えています。それをクリアするた

め生徒たちに促しているのは、“とにかく

書く”ということ。教科書を見て終わりにせ

ず、基礎を繰り返し、過去問を解き、ペンを

走らせていく。その積み重ねが生徒自身の

確かな力になり、本校の目指す“道を究め

る”ことにもつながります」

　次代の担い手であり、即戦力にもなる同校

の生徒たちに、周囲も大きな期待を寄せる。

「県内の建設企業や団体の皆さまのご協

力のもと、様々な現場見学会やインターン

シップの機会を得ることができています。

また講師という形でも来校いただき、足場

や鉄筋についてなど生徒が実践的な学

びを深められるよう支援してくださり、あり

がたい限りです。長崎県土地家屋調査士

会さまにも2006年より測量技術指導をし

ていただき、そのつながりをもとに本校と

連携した小学校への出前授業を実施して

います。出前授業をきっかけに建設業の

魅力を知り、本校に入学した生徒もいるな

ど、新たなきっかけとなっていることを実

感しています」

　高校生ものづくりコンテスト測量部門に

おいて、2016年に全国大会優勝、2018

年に準優勝を果たしている同校の土木技

術部。その顧問として、豊村先生も熱い想

いを抱える。

「もちろん技術も大事ですが、例えば時間

を守る、道具を大切にする、整理整頓をす

るなど、“当たり前のことを当たり前にや

る”大切さを知り、身に付けてほしいと思

います。ある年のものづくりコンテストで不

本意な成績に終わった際に、自分たちに

何が足りなかったのだろうと当時の生徒た

ちと話し合いました。その中で出てきたの

は、感謝の気持ちが薄れていたのではな

いか、ということ。周囲や地域への感謝も

また、技術よりも大切な“当たり前のこと”

の一つです。それをきっかけとして通学に

利用している最寄り駅の清掃活動を始め

たところ、心の面もチームの絆も以前より

深まりました。そうした経験を通して成長

した生徒たちは、大人に混じって参加した

測量大会でも優勝を果たしたほか、次のも

のづくりコンテストでも見事な成績を収め

ることができました」

　ただ一方的に言い聞かせても、生徒た

ちを主体的に動かすのは難しい。豊村先

生が大切にしているのは“自分から動く”と

いうアクションだ。

「心がけているのは、一緒に体験すること、

一緒に汗を流すことです。朝練にも時間よ

り早めに顔を出したり、測量に用いる機材

を大切に扱ったり、靴をきれいに整頓した

り…何気ない“当たり前のこと”ですが、私

自身が動くことで模範になれるよう努めて

います。そうした姿を見て主体的に動くよ

うになった生徒たちを見ると、私自身もう

れしくなります」

　新たな測量士試験合格者の輩出へ、そ

して、ものづくりコンテスト全国優勝へ。豊

村先生と生徒たちの挑戦に、期待は高まる

ばかりだ。

長崎県立鹿町工業高等学校
土木技術科

豊村 洋文 先生

測量やコンクリートのほか、日本クレーン協会と連携した小型移動式クレーンや玉掛けなどの実習型授業にも
取り組む同校。「他にも型枠を組んだり足場を組んだりと、生徒が現場同様の経験に触れられるよう意識して
います。企業側も即戦力となれる若手に期待していますね」と豊村先生

「明るく話したり笑い話を交えたりと、授業を飽きさ
せない工夫も大切」と話す豊村先生。測量の仕事に
携わっていた経験も踏まえながら、生徒たちに土木
の世界を分かりやすく伝えている。「つらいこともあ
る反面、楽しさもあり、やりがいもある仕事。社会基
盤を支え、世の中に貢献できる仕事であるということ
は常に示していきたいです」

技術よりも大切なことを
身に付けてほしい

長崎県北部の平戸島と本土を結ぶ、赤く美し
い姿がひときわ目を引く平戸大橋。「以前近く
に住んでいた頃、よく趣味のウォーキングに利
用していました。通勤などにも日常的に使わ
れ、地域の方々にも親しまれている橋です」。夜
にはきらびやかにライトアップされるなど、昼
夜で異なる表情も魅力的です。

平戸大橋

土木建造物
コレ推

し！

先生から

みんなへ

メッセージ

〒859-6145　長崎県佐世保市鹿町町土肥ノ浦110
　　　  http://www2.news.ed.jp/shikamachi-th/WEB

長崎県立鹿町工業高等学校
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令和4年度
「作文コンクール」
受賞作品が決定！

　朝起きて、ご飯を食べ、学校に行き、授業を受け、帰り、お風
呂に入り、寝る。人によって過ごす一日は違っていても、そこに
あるものはいつだって「空間」だ。私たちはいつだって空間の
中に生きているのだ。
　家の近くに工業高校があった。進路を気にするようになった
頃、私の父も兄も通っていたこの高校に興味を持ち始めた。最
初は「家が近いから」という理由だったが、兄からの話や実際
に高校の雰囲気を近くで見ていると、次第にこの高校に入学
したいと思うようになっていた。当時インテリアに興味があっ
た私は、抽象的ではあるが、内装に携わる仕事がしたいと思う
ようになっていった。その時ぐらいから同時に「空間」に対して
も興味が沸き始めていた。浜工について調べていくうちに建
築科があることを知った。資格も沢山取れるらしい。ただ、自
分の夢が抽象的であったが故に高校三年間を専門分野に振
り切ってしまっていいのか。というモヤモヤがずっと心の中に
あって、中々一歩を踏み出せなかった。そんな私の背中を押
してくれたのは、一つの記事だった。「誰かに楽しいを沢山届
けるための遊び心満載の空間」。ある会社のオフィス移転の記
事だったが、その記事を見て私の抽象的だった気持ちが「誰
かの為にその人が一生を楽しく暮らせるような空間を作りた
い。」という気持ちになった。建築科を目指そうと心に決めた
瞬間だった。
　誰かの一生を決める仕事に就く。「空間を作り上げる。」と
いうことはつまりそういうことになる。それが家や自分の部屋
だったら尚更だ。自分が過ごす空間は何よりも何処よりも安心
ができて快適に過ごせる場所でなくてはならない。建築の仕
事に就くということは、誰かの人生を任されるという事に匹敵
するだろう。私はあの日読んだ記事にあったオフィスのように

誰かにわくわく感を与えられ、笑顔を作れるような空間を作り
たい。そしてその空間が楽しい空間であれば、そこでどんなこ
とがあろうと必ず記憶に結びついていく。沢山の人が訪れるよ
うな公共施設から、一家族の一軒家。そして自分が作り上げた
空間が笑顔に変わる瞬間をこの目で見たい。小さな一つの幸
せを沢山創りたい。建築科に入ったからこそは自分の夢を実
現させたい。人生を担う職を目指すからこそ、毎日、今日を全
力で頑張る。そしてあの日の決断に後悔が残らないように、自
分の行動に自信をもってこれからの毎日を過ごしていきたい
と思う。将来の自分が誰かの幸せを創り、そこには記憶する空
間があり、自分自身も笑顔でありますように。

静岡県立
浜松工業高等学校
建築科1年
安間 菜月 さん

　　　　　　　　　　　　　■Q1 正直まだ実感しておりません。でも、私が綴った文章が誰かの心に届い

たんだなと思うととても嬉しいです。今までこのような大きい賞を取ったことがないので今回受賞できたこと

を励みに、今後もさらなる努力を続けたいと思います。　■Q2 自分の夢を追いかけるためです。本校は実

習などでの環境が整っており、建築に関する様々な経験ができるからです。また、兄が卒業生という事もあり

本校の雰囲気を近くで感じており、とても興味を持ったからです。　■Q3 平屋建ての平面図、立面図、断面

図などの図面を書いたり、椅子を製作したり、2焦点パース作図、測量など幅広く様々なことを学んでいます。

建築に関する用語、名称、意味合いなどを学ぶ一方で、有名建築家が設計した住宅にふれることもあります。　

■Q4 インテリアプランナーになることです。中学２年生ごろからインテリアや内装に強く興味を持つように

なり「実際に自分の手で素敵な空間をつくりたい」という思いからこの夢を目指しました。誰かの思い出が紡

がれるときに自分の作った空間がそこに在ればいいなと心から思います。

幸せを創る職業
受賞者へインタビュー

Q1 受賞された感想を教えてください。
Q2 なぜ工業高校に進学しましたか？
　   建設系の勉強をしようと
　 おもったきっかけ 等

受賞者へインタビュー 高校生の作文コンクール

Q3 学校ではどのような勉強を
　　していますか？
Q4 将来の夢を教えてください。

高校生の作文コンクール　　 　 国土交通大臣賞 受賞作品

　国土交通省と建設産業人材確保・
育成推進協議会では、高校生の方と建
設産業で働く方を対象とする作文コン
クールを実施し、優秀な作品を表彰し
ています。今回は、国土交通大臣賞に
選ばれた2作品をご紹介します。
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　「建設業の採用が厳しいのは、今に始まったことではないん
ですよ。」そう言いながら資料を見せられた私は、低い数字が
並ぶ表を見て愕然とした。ここはハローワークの23番窓口、人
材確保・就職支援コーナー。特に採用が難しいとされる建設・
警備・運輸業の採用支援に特化した部署だ。東京2020オリン
ピックが開催されるはずだった2020年の初め、私はすがる思
いでこの窓口を訪れていた。
　当時の私は、採用担当者として駆け出しだった。それまでは
事務方として縁の下の力持ちに徹していたが、業務の幅を広
げるために取り組み始めたのが採用だった。社員十数名の、電
気を扱う小さな会社。社員の平均年齢は上昇の一途を辿り、
久しく若者を見ていない。求人を出しても音沙汰無く、挙句の
果てには「誰でもいいから、とにかく人が欲しい」と言われる始
末。そんな状況を聞いた窓口の担当者は、様々な支援を提案
してくれた。そんな温かな対応に励まされ、私は動き出した。
　活動を始めて最初に考えたことは、建設業の採用が難しい
理由と、業界の魅力と誇りについてだった。私のイメージとして
も、建設業＝３Kでしかなかった。しかしながら社員の働く環境
は、既に随分と改善がなされていて、昭和の体育会系のノリや
荒ぶる職人たちというイメージとも違うのだ。それでもやはり一
般的なイメージが変わらない限り、建設業に興味を持つ人は
少ないままだろう。そこを変えなければ、という結論に至った。
　そこでまず、会社で一番の古株社員に話しを聞いてみること
にした。25年以上この業界に携わってこられた理由は何なの
か？その社員は答えた。「自分は未経験から電気の道に入った
が、この道は何年経っても頂上に辿り着ける感覚が無い。技術
は日進月歩で進歩し続けているので、新しいものが出る度に
自分はまた初心者として勉強することになる。その仕事の奥深
さが自分にとっての魅力だと思う。そして、自分の仕事によって
お客様から感謝されることが嬉しいし、人々の当たり前の日常
を陰で支えているのが自分達だという誇りを常に持っている。」
と。それを聞いた私は、初めてその社員のことを心底カッコイ
イと思った。多かれ少なかれ、建設業に携わる人々は、こうい
うプライドを持っているのではないだろうか。その姿を伝えた
い、伝えることが私の使命だと確信した。
　それから、私のプレゼンは変わった。社員の口から仕事の魅
力や誇りについて語ってもらえるようなスタイルにした。普段
は見せない仕事への熱い思いを、大勢の前で語る彼らはとて
もカッコ良かった。そして、最後に「採用担当者としては、単に

人が採れればいいのかもしれません。でも、私は違います。私
はこの建設業に携わる人達の魅力や誇りを皆さんに伝えるこ
とで、業界のイメージを変えていきたいと思っています。日本
のモノづくりには、世界に誇ることのできる技術力があります。
それに興味を持つ人を採用し、この社員達のように仕事に誇り
を持てるよう育成していくことが、当社の願いです。」と伝えた。
　そんな地道な活動が実って、2年の間に5名の若者を採用す
ることができた。入社の動機は様々だったが、皆この業界に希
望を持って入ってきてくれた。伝え方を変えただけでこんなに
変わるものなのかと、私自身が一番驚いている。
　今年の年度の変わり目頃に、23番窓口の担当者から久々に
連絡が入った。「コロナ禍で失業など労働市場に変化はあるも
のの、建設業の採用が厳しいのは相変わらずです。」と書かれ
ていた。それに返信する形でここ２年の採用実績を報告したと
ころ、大変驚かれて「ハローワークの仕事がなくなりそうです。
今度、企業向けに採用活動に関するセミナーを行うので、是非
皆さんの前でお話しして下さい。」と返ってきた。2年前に相談
で窓口を訪れた私が、今では採用に困っている企業を前に話
すようになるとは、誰が想像できただろうか。
　改めて、建設業の魅力について考えてみたい。建設業は「つ
くる」と「まもる」に分けられる。つくる人達は、よく工事現場で
見かける。私には成人になる息子がいるが、幼い頃は重機や
大型車両が大好きで、工事現場巡りをしては、二人で遠くから
眺めて「カッコイイね」と話していた。車も働く人もカッコ良かっ
た。手を振ってくれた工事現場の人達は、息子の憧れのヒー
ローだった。そうだ、つくる現場の人達はヒーロー集団なのだ。
そして今、私はまもる人達を陰で支えている。仕事に誇りを持
ち、日々現場で頑張っている彼らもまた、社会インフラをまもる
ヒーローだ。日本のモノづくりを支え、黙々とミッションを遂行
し、社会の安心安全をつくり・まもるヒーロー達の活躍こそが、
建設業の魅力であり誇りではないだろうか。
　今日も私は採用活動に励む。そう、毎日現場で頑張るヒー
ロー達の魅力を伝えつつ、新たなヒーローを探すために。

　　　　　　　　　　　　　■Q1 この度は国土交通大臣賞を授与していただき、誠にありがとうございま

す。大変光栄に思うと同時に、身の引き締まる思いです。共に働く職場の仲間たち、私を支えて下さった全て

の方々に心より感謝申し上げます。　■Q2 40歳で初めての正社員就職をしようと就活していた時に、たま

たま求人が目に留まったことがきっかけでした。経理事務の募集という認識でしたので、建設業へ入職したと

知ったのは、実はかなり後でした。　■Q3 管理部の主任として、経理からIT管理者・採用・広報・社員教育

など幅広く取り組んでいます。また東京都の女性活躍事業TOKYO Women's キャリア・サポーターとして、

管理職の日常を発信しています。　■Q4 2021年秋に大学に編入し、心理カウンセリングを学んでいます。

大学での学びをこれからの組織づくりに生かしたいと考えています。今後も会社と建設業の発展に大きく貢

献できる人材となれるよう努力し続けたいです。

ヒーローを探して
受賞者へインタビュー

コダマインフラサービス
株式会社
丹羽 恵美子 さん

Q1 受賞された感想を教えてください。
Q2 建設業へ入職したきっかけを
　 教えてください。

受賞者へインタビュー 私たちの主張

Q3 現在はどのようなお仕事を
　　されていますか？

Q4 今後の目標を教えてください。

私たちの主張　　　　国土交通大臣賞 受賞作品



を活用しよう!

お役立ち連載

第  回3

登録は、「事業者登録」→「事業者IDを受理」→「技能者登録」の順ですすめていきます。
インターネットから登録申請を始める前に以下の手順で準備をするとスムーズに登録ができます。

登録責任者

法人の場合 → 「事業税の確定申告書」または「納税通知書+履歴事項全部証明書」のいずれかの写し

→ 「納税証明書」か「所得税の確定申告書」か「個人事業の開始届」のいずれかの写し

※どの書類を準備すれば
　よいのかについては、
　「証明書類見本一覧
　 （事業者編）」に
　具体的な書類の見本を
　掲載しています。

　　  CCUSのホームページを
開いて、赤枠の部分を①～③の順に
クリックしていくと、④事業者新規
利用申込み画面が出てきます。

　申込み画面に必要な事項を入力してから最後に
「利用申込み」のボタンを押すと、「事業者新規登録申請用
ログインID・パスワードのお知らせメール」が届きます。
届いたメールはなくさないように保管してください。

電子化された書類
（JPGファイル）
を保存

建設業許可がある場合は、「建設業許可通知書」か「建設業許可証明書」のいずれかの写し

健康保険（社保もしくは国保）の加入証明書

年金保険（厚生年金もしくは国民基礎年金）の加入証明書

雇用保険の加入証明書

建退共・中退共の加入証明書

（一人親方の場合のみ）労災保険特別加入の証明書

登録に使用するPC

CCUSから
届く連絡用の

メールを受信するための
メールアドレス

事業者登録に必要な書類を準備する

①

証明書類を複合機でスキャンしたり
写真を撮るなどして
JPEGデータにして、
登録に使用するPCのデスクトップに
「登録用フォルダ」を作っておく

CCUSホームページから「申請用ログインID・パスワード」の申込みをする

社内でCCUSの登録責任者（実務担当者）を決めて、
登録に使用するPCや各種IDや
パスワードを受け取るための
メールアドレスを準備する

スキャナー・複合機
スマートフォンなどで
JPEGに変換

建設業許可通知書.jpg

インターネットでの登録申請の前にすること

個人事業主（一人親方）の場合

1

2

3

4

建設業許可がない場合は、

2

4

1

3

利用申込みボタン

事
業
者
新
規
利
用
申
込
み
画
面

建設業
許可通知書

添付ミスを防ぐために
分かりやすいファイル名に変更しておく
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建設産業の今を伝え未来を考える

有限会社 緒方建築工業

佐賀県出身

緒方 奈巳
お が た

さん

PROFILE

な み

輝く活躍人にせまる

ア ク テ ィ ビ テ ィ ー ズ

　建物や橋、トンネルなど、様々なコンクリート構造物を対象に幅広い
フィールドで活躍する型枠大工。「型枠工事は、例えるならプリンの容
器を作る工事。柔らかい液状のコンクリートを流し込み、決まった形に
固めるための容器（型枠）を造り込むことが型枠大工の仕事です」。そ
う語る緒方奈巳さんも、現場で活躍する型枠大工の一人。今取り組ん
でいるのは、水路函渠（かんきょ）の現場だ。
　以前は保育士をしていた緒方さん。「建設業に携わったきっかけは、
型枠大工である夫と結婚したことです。自営業なのでいずれは事務な
どを手伝うかも、とは思っていましたが、まさか現場に出るなんて想像
もしていませんでした（笑）」。現場が多忙な時期に道具の持ち運びや
片付けなどの手伝いを始めたことが、工事に関わった最初の思い出
だ。「お手伝いとはいえ、そこに入れば“現場の人間”。女性だからと
か、経験が浅いからといったことは言い訳になりません。現場の皆さん
はできるだけ私に負担をかけないよう配慮してくださいましたが、周
りに迷惑をかけては申し訳ない…という気持ちのほうが強かったです
ね」。3級型枠施工技能士の資格を取得したのも、そんな思いが高じた
結果だった。「資格を取得することで仕事を任せてもらえるし、現場の
戦力にもなれる。会社としてもより大規模な仕事を請けられるので、私
自身にも会社にもプラスになりました。ただ、専門用語や知識の習得
も大切ですが、現場で“見て覚える”しかない技術やノウハウもまだま
だたくさんあります。周りの皆さんの温かなサポートの中で、日々目を

凝らして動きを学び、自身の手で繰り返していくことで、さらに現場の
力になれるよう成長していきたいと思います」。
　女性の入職や定着にも注目される昨今、ご自身の働き方について
も伺うと「もちろん夏の暑さや冬の寒さ、現場の厳しさなどもあります
が、楽しいこともいっぱい。以前より現場が整備され、女性の働きやす
さも向上しています。また前職と比べて、しっかり休憩がとれるように
もなりました。休憩中には周りと世間話をしたり、経験豊富なベテラン
の方の話を伺ったり、同じ趣味の話で盛り上がったりと、充実した時間
を過ごしています。働く環境としてはすごく恵まれています」と話す緒
方さん。「自分たちが仕事をした現場をこどもたちに見せると『すご
い！』と喜んでくれるし、『お母さんみたいな型枠大工になりたい』とも
言ってくれて、とてもうれしかったです。そうしたやりがいを感じられる
のは、この仕事の醍醐味ですね」と笑顔を見せる。
　前職と現在とでは全く異なる仕事にも思えるが、今に活きている部
分も多いそう。「はじめて仕事をする方とも笑顔で話したり、自然にコ
ミュニケーションがとれたりするのは、多くのこどもや保護者の方と関
わってきた保育士の経験が活きています。そんな保育士時代も懐かし
いですが、今は型枠大工こそ本当の天職だと感じています」。次なる目
標は2級型枠施工技能士の取得と話す緒方さん。その笑顔と誇りある
姿に、こどもたちが憧れるのも当然だ。

こどもたちに誇れる天職。コンクリートを形作る型枠大工！！

事前準備でスムーズ申請！
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